
地域福祉という言葉は、地域のすべての人が幸せに生きることを意識しています。一人ひとりが抱える生活の悩みや
困りごとを地域で考え、問題解決していきたいものです。社協を中心に、地域の人の為の催しを行ったり、各種相談の
お手伝いを行ったりしています。地域の自治会から選出された４７人の福祉委員の方々、地域から選ばれた２８人の
民生委員・児童委員の方々の身近な「気づき」と「気配り」が地域の福祉を進めます。

本年度は感染症のまん延で大変不安な日々が続きました。ウイルス鎮圧を願っての皆さんのワクチンの接種や、
マスク着用、三密の防止等の努力により、何とか先行きが見えてきそうです。さらに緊張感をもって、
慎重に苦境を乗り切りたいものです。

現在、地域が抱える課題は、少子高齢化、
人口減、核家族化、単身世帯の増加、
地域の繋がりや関心の希薄化などもあり、
介護者の孤立、ひき籠り、虐待、子どもの
貧困、ヤングケアラー、感染症禍の困窮など
多くの事柄が山積しています。これらの課題は
行政機関だけでは限界があります。
その為、顔が見える小さな地域（ご近所さん
同士）で誰かの「助けて」を受け止め
「助けられたり」の関係づくりが求められて
います。瀬田南社協では、長年継続して
「ふれあいサロンほほえみ」、「ふれあい
給食サービスと会食会」を行っています。
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社会福祉協議会

福祉委員研修会で福祉の学習

毎月開催のふれあいサロンほほえみ

相談ホットライン 連絡先 相談内容
瀬田あんしん長寿相談所 545-3918 介護・高齢者に関する相談
瀬田すこやか相談所 545-0294 健康・福祉に関する相談
大津市子ども家庭相談室 528-2688 子育てに関する相談
児童虐待ホットライン 562-8996 子供の虐待に関する相談
消費生活センター 528-2662 消費生活に関する相談
大津市社会福祉協議会
（瀬田南社会福祉協議会） 526-5336 その他何でも相談

　

自治会 氏　　名
橋本 上南浜 白子　悟郎

下南浜 谷　弘司
橋本本町 本郷　健次
橋本中央 礒田　康雄

横町
青木　弘
岡田　啓二
金子　早苗

蛸田 上田　香
東河原 椋梨　秀道
西河原 清水　邦栄

瀬田新緑苑
久保田　美代子
小森　智子

杉谷
本城　美津枝
杉本　紘美

瀬田川新緑苑 倉本　幹郎
東新緑苑 北井　啓之

神領 神領本町 安土　義明
神領元町 上野　賢剛
神領北町 高野　正彦
神領下宮町 嶋田　一恵

神領中宮町
谷口　治興
掛村　雄一郎
古田　弘子

自治会 氏　　名
神領 神領上宮町

筈井　健太郎
野洲　昭人

神領東宮町
田中　篤子
藤井　裕造

下野郷原
西村　佐太郎
池田　恒道

上野郷原
丸田　美代子
福田　公

社人堂
増田　悟
菅原　優子

三大寺 三大寺東 大塚　紳史
三大寺中央 石田　法子
三大寺西 前里　妃生子

三大寺北C
山口　徹
濱野　良美

富戸 前田　四郎
三大寺西E 坂本　孝良

松陽 松陽
加藤　省悟
荒砂　元貴

中南浜
増渕　昭子
奥田　美智子

篠部 茂木　康史
水天宮 木下　惠子
瀬田四丁目 石田　法雄

＃令和３年度 瀬田南 福祉委員

＃瀬田南民生委員・児童委員
西河原、横町、橋本中央 寺田　政博
東河原、蛸田 永田　キクヱ
橋本本町、下南浜 村田　全弘
上南浜 吉田　勝美

神﨑　宗明中南浜
瀬田新緑苑 島田　美子
東新緑苑 服部　直美
水天宮、椿ハイツ、ジョウカン､
リバーサイド､ サンハイム瀬田 了戒　和子

瀬田川新緑苑、リヴアイ ･エール瀬田  
セトルコート唐橋 小柳　雅恵

杉谷、篠部 村田　洋一
神領本町、神領北町 森原　則男
神領元町 寺田　実
神領下宮 嶋田　一惠
神領中宮 安土　和子
神領上宮 相川　美加子
神領上宮 岸本　京子
神領東宮 米下　ミサ子
下野郷原 宮田　春美
下野郷原 米納　國重
上野郷原 松下　佳弘
社人堂 杉江　雪子
三大寺中央、東、富田 菅本　美保
三大寺北C 有田　恵子
三大寺西E 森田　久義
三大寺西、大江三丁目 山本　ひとみ
松陽、瀬田３丁目 青木　準子
主任児童委員 井之内　敬子
主任児童委員 横田　茂

ふれあい給食サービスでは心づくしの弁当に瀬田南小学校の
子ども達の温かいお手紙が添えられています。



地域の子どもたちの成長に少しでもお手伝いしたい。
社協の寺子屋プロジェクト事業、児童部会、瀬田南青少年育成学区民会議の
皆さん、そして、地元の瀬田工業高校の生徒のお兄さん、お姉さんに協力を
お願いして、子ども達に楽しい催しを届けています。

#赤い羽根共同募金に寄せられました皆様の温かい
善意は、市民参加の地域福祉活動の増進に役立たせて
頂いています。
昭和２２年に始まった共同募金は本年で
７５回目を迎えました。
令和２年度の大津市赤い羽根共同
募金は２４,２７４,９８２円でした。
今日の地域社会を取り巻く環境は
新型コロナ感染などで地域における
繋がりの希薄化が以前にも増して
深刻な状況となっています。皆様方の協力による共同募金は
自分達の街づくりに欠かせないものとなっております。
高齢者の見守りをするふれあい給食、寺子屋や子供カフェ
などの子どもの居場所づくり、地域福祉団体への助成など、
それぞれの地域の福祉団体へ支援の形で各学区に
還元されています。今後とも、共同募金に一層のご支援と
ご協力をお願い申し上げます。

#令和３年度赤い羽根募金（大口募金）

工作教室

大型紙芝居（カケ図）

瀬田工業高校のお兄さんたちによる
おもしろ科学実験室

( 株 ) パンテック

ちかむね動物病院

(有 ) 唐橋自動車工業所

(株 ) エスアイシステム

(医 ) 八木歯科

建部大社

(医 ) 加藤内科胃腸科

セブンイレブン神領店

(有 ) 大家

近持信男

(株 ) 寺新鶏肉店

日本料理「一心」

(有 ) 松田造園

(有 ) エス ･ユーシー ･コーポレーション

( 株 ) 平岡組

奥村管工 (株 )

( 有 )「石善」山村石材店

寺田 實

( 株 ) 神領製作所

(株 ) ユニオン工業

「電弘」鈴木保彦

セブンイレブン瀬田西 IC店

( 有 ) いそせい呉服店

フレスコ神領店

うなぎ料亭「山重」

丹波理髪店

紙コップを使っての「ロケット制作」、人形劇は「サル・かに」、大型
紙芝居は「あおばなの紙」、おもしろ科学実験教室は、瀬田工業高校
化学工業科有志の生徒の皆さんに教えて頂き「輝くストラップづくりに
挑戦」、「人工いくら実験の観察」。
瀬田南小の子ども達に楽しい時間を過ごしてもらいました。
また、別の日には、瀬田川でボート体験を実施。瀬田南小及び、みなみっこ
ひろばでは、大津警察署、子ども安全リーダーが協力しながら、
防犯教室も行いました。上田上の農家の方々の協力を得て、さつま芋の
収穫も体験させていただきました。
大津市教委、大津警察署、市道路河川管理課、瀬田南小、PTAの
皆さんと通学路の点検も実施しました。
１２月にはクリスマス会、収穫祭、書初め教室を開催します。

子どもたちの成長の基本は、地域や家族との生活、友達との楽しい
遊びやスポーツ、そして学校での交流と学習です。学校の学習の
基本は文化、科学などへの興味や読書が大切と言われています。

本年の８月３１日、文部科学省が全国学力調査の結果を発表しました。
小学６年生と中学３年生が対象ですが、滋賀県の平均正答率は全国平
均を７年連続で下回っています。国語も算数も文章を読み取って理解し、
文章で結果を説明できる基本的な学習が必要と指摘されています。
社協（寺子屋プロジェクト）、青少年育成学区民会議では、読書推進の為、
瀬田南小学校の皆さんと協力しながら、「みんなで選ぼう、私の好きな
本ベスト１０」事業を行っています。
昨年と合わせ９０冊の本「みなみっこ文庫」を寄贈しました。

日本科学未来館の初代館長毛利衛さんから、引き継いで新しく
着任された浅川智恵子さんが「子どもの時から科学技術に興味を持つ
きっかけ作りが重要です」と言っておられます。
浅川さんは中学生の時にけがで失明されましたが、すごい努力をされ、
大きなIT企業のフェローになられた方です。
社協（寺子屋プロジェクト）はそんな科学への興味に繋がるきっかけ
作りになればと、おもしろ科学実験教室を行っています。
地域の子どもたちに豊かな心を育んでほしいから。


